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内部統制制度

⚫内部統制制度とは

⚫内部統制制度の流れ



内部統制制度

｜内部統制制度とは

地方自治体の長自らが、事務上のリスクの発生を抑制し、事務の適

正な執行の確保を図ることで、行政サービスの安定的、持続的、効率

的かつ効果的な提供の確立を目指すため、平成２９年６月の地方自

治法の改正により、都道府県及び政令指定都市に対し、令和２年度か

らの導入が義務付けされた制度。

道では、令和２年４月１日に「北海道の適正な事務執行に向けた取

組に関する方針」を定め、内部統制制度の運用を開始し、令和７年度

は13の重要リスク項目について、適切に事務が執行されるよう、各

課で重要リスク項目への対応策を検討し、実施している。
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内部統制制度

｜内部統制制度の流れ

各所属における取組期間：４月～３月

１年度間の取組を評価、翌年度３定で報告
各所属の取組実施内
容を前年度３月に検討 取組の自己評価：2月、４月

2



02

重要リスク項目
・

重点取組項目

⚫令和８年度内部統制に

係る重要リスク項目及

び重点取組項目



重要リスク項目

｜令和８年度内部統制に係る重要リスク項目

１
支出負担行為決定書等の未作成
及び不備

６ 情報資産の不適切な管理

２
不適切な支払い事務（支払い遅
延）

７ 個人情報が入った文書の誤送付

３
予定価格、最低制限価格、調査
基準の価格の不適切な管理及び
決定

８ 議事録の未作成

４ 準委任の委託契約の過請求 ９
住民等からの申請及び届出にお
ける不適切な事務（未処理及び
遅延）

５
間接補助事業における額の確定
の誤り

１０
指定管理者制度に係る公募及び
選定手続における不適正事務

赤枠は重点取組項目（重要リスク項目のうち当該年度に特に重点的に取り組むべきリスク）

3



03

R8年度の取組

⚫R7年度の取組について

⚫参考（推進部局の取組）



２．令和８年度の取組について ６

専門性の高い人材の
育成

 北海道職員人材マネジメントビジョンに基づく取組
 会計業務など専門知識の向上を図る研修の充実

継続的取組として
引き続き実施

管理職員のマネジメ
ント能力向上

 管理職向けの各種テキストの整備・普及
 管理職員のマネジメント・チェックの実施

ヒューマンエラーの
抑制

 デジタル技術の活用や業務のマニュアル化促進
 業務進捗状況を共有する手法の導入

コア業務に集中
できる環境づくり

 定例業務のプロセスの見直し

道内部の牽制機能の
強化

 各部代表課機能の強化、相談体制構築
 内部統制推進員会議を活用した情報の速やかな共有

令和７年度の取組について
R8年度の方向性



７３．推進部局の取組

実情に応じた
柔軟な取組の推進

⚫ 内部統制推進員の協力の下、各部局（振興局）ごとに重点取組項目の目標設定を

行い、自発的な取組を促進

⚫ 不適正事務発生所属からの速やかな報告・制度所管課との共有

⚫ 発生件数が多いものについては、個別に状況を調査

⚫ 掲示板やDoSpace等を活用した取組状況等の情報提供

⚫ 不適正事務発生所属へのヒアリング等、対応策の確実な実施に向けた取組

内部統制制度の
理解促進

⚫ コンプライアンス月間に合わせた集中的な取組

⚫ 必要に応じた出前講座の実施

⚫ 職員向けアンケートの実施による取組状況のモニタリング

内部統制推進専門部会における令和８年度の新たな取組

→目標設定についてご協力をお願いします




